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j 脚 2月の納税は噛 ; 

! 回定資意税の 4期分です ; 
l 審si'有針蘭税 i 
l あなたの納税によって調?の事業も主義みます

; 開押仰とおとなう山総!こj
i!':lll:絞めるようど総tJくどきい。
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ま
ず
、
雌
間
以
淡
の
グ
ラ
フ
で

み
る
と
お
り
、
人
口
、
世
世
帯
と

も
毎
月
酬
明
加
し
て
お
一
号
、
縫
っ

た
沼
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
門
村
で

は
毎
月
す
く
な
く
て
六
十
人
多

い
と
き
で
二
百
二
十
人
ふ
え
て

い
ま
す
。

設
帯
で
も
毎
月
三
十
数
帯
か

ら
火
十
役
帯
ほ
ど
ふ
え
て
い
ま

す。
百
一
十
九
俸
制
胤

κふ
え
に
人
口

一
千
双
務
九
十
六
人
の
内
務
で

す
が
、
入
門
削
機
加
に
は
関
勅
刷
機
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、
五
九
一
一
人

ア
託
児
る
人
の
動
き

制
剤
と
校
点
満
儲
唱
知
謝
が
あ
り
、
山
同
生

な
ど
に
よ
る
密
然
綴
加
は
附
間
百

三
十
二
人
、
針
転
入
な
ど
に
よ
る

栓
会
緩
和
即
時
砧
一
千
百
六
十
四
人

で
、
人
口
増
加
の
約
七
十
パ
1
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間
一
嘗
緩

み
・
止
符
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北
海
滋
冷
接
地

へ
愛
の
叩
-
?
を

齢
制
醐
問
、
テ
レ
ピ
な
ど
で
報
道

さ
れ
、
す
で
比
み
な
さ
ん
は
ど

添
加
問
の
ζ
と
と
患
い
ま
す
が
、

北
海
道
の
冷
害
は
親
像
以
上
記

ぴ
ど
い
よ
う
で
す
。
町
で
は
、

冷
豊
田
で
留
っ
て
お
い
で
の
方
遂

げ
い
愛
の
予
告
さ
し
の
べ
よ
う

と
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
義
援
を

お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。
務
後

品
、
議
制
概
念
は
役
会
終
ま
で
。

務
総
本
防
げ
い
あ
る
穏
絡
は
、

残
孫
子
同
閥
、
湖
北
側
閥
、
印
判
開
局

総
悶
閣
の
自
動
隊
諮
と
あ
わ
せ
て

滋
繁
一
一
八
四
本
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
共
同
加
入
電
話

甲
乙
電
話
等
も
含
ま
れ
て
お
り

ま
す
が
本
建
の
蛍
得
数
を
七
千

二
百
役
世
帯
と
し
て
町
計
算
す
る
と

約
六
品
協
議
に
一
本
の
総
合
で
、

総
鐙
が
あ
る
ζ
と
に
な
り
ま
す

と
の
剖
升
に
同
地
料
納
が
別
引
器
に
〈

て
も
引
引
げ
な
い
で
間
関
門

J

て
い
る

市
だ
も
大
勢
お
ら
れ
る
の
で
す
。

然
災
予
蹴
仰
の
緩
ん
け
は
と
れ
円
以

t

後
緩
い
か
揃
哨
絞
き
れ
な
い
と
淡
わ

れ
て
お
ち
ま
す
が
、
納
入
山
附
込

潮
唱
法
子
役
絡
を
終
え
て
い
る
も

の
と
滋
樹
持
さ
れ
ま
す
。

ζ

の榊同

財
制
緩
を
留
府
決
す
る
た
硲
に
は
、

出
持
品
制
緩
綴
に
す
る
以
外
げ
い
な
い

と
の
H

結
晶
簡
を
得
て
、
我
孫
子
町

み
ぞ

う
や
く
開
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

ま
い
h
寺
仇
し
た
。
出
品
い
取
に
と

の
げ
防
相
相
を
滋
じ
て
側
関
蛸
特
を
お
伝

え
で
き
る
も
の
と
樹
齢
お
れ
ま

す。
側
協
緩
め
鍛
入
を
品
相
倒
鳴
き
れ
る

方
は
A
A
Y

す

rw比
議
開
問
へ
強
入
取

込
み
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
制
綿

入
申
込
容
が
多
け
れ
ば
多
い
は
日

ど
戎
孫
子
暗
闇
報
盟
国
議
開
閣
の
畿
圏
直

も
単
く
な
る
も
の
と
考
え
ち
れ

ま
す
し
電
話
自
動
化
促
進
mw
運

動
の
一
つ
に
'
ち
な
る
の
で
す
。

(
我
孫
子
町
霞
話
自
動
必
織
成

促
進
附
盟
会
〉

榊描判的肉回数ル仏側樹
dm抑批識捕時間間出会

を
的
相
続
し
て
、
一
昨
年
か
ら
、

間
関
東
滋
気
扇
離
陸
踊
潟
、
手
薬
電
気

返
信
聞
神
師
、
地
元
密
会
議
員
等
に

陳
情
を
世
腕
け
て
き
ま
し
て
、
よ

断
然
訪
一
号
鱗
共
同
説
明
会
開
く

月
十
八
日

小
中
年
も
い
よ
い
よ
獄
後
続
出
W

綴
笈
取
袋
、
制
偶
人
樹
明
掛
燐
糾
備
の
前
市

仲
閥
、
側
関
人
総
間
関
税
mw
市用品留の腕吋

燃
が
ま
い
ち
ま
し
に
6

緑
化
問
を

一
行
な
う
抽
抑
制
例
衰
の
地
問
緩
め
た
拾

に
期
総
同
に
さ
き
だ
ち
厳
密
議
的
掲

載
噛
封
鎖
等
の
共
盟
問
議
開
明
会
を
二

月
十
八
日
品
・
後
一
時
時
か
ち
設
潔

子
第
一
小
学
校
増
講
堂
に
お
い
て

行
な
い
ま
す
。

と
の
制
鶴
間
開
会
に
は
各
滋
僚
会

者
な
寄
る
い
力
に
多
数
務
会
し
て

い
に
に
き
に
い
の
で
す
が
、
僻
村

げル次
w
h
該
当
日
ず
る
方
は
所
得
料
刑

務
等
い
ろ
い
ろ
複
雑
に
な
る
と

感
わ
れ
ま
す
か
ら
楚
非
銅
山
田
痛

く
村
い
き
る
よ
う
お
す
す
診
し
ま

す。て
新
た
に
事
業
を
始
め
た
万

二
、
自
治
の
事
業
所
得
者

一
一
一
、
貸
家
、
貸
宅
地
等
不
動
産

所
得
の
あ
る
万

虚
子
資
滋
土
地
改
良

柑
悼
の
総
代
会
絞
る

ザ

γ
湘
織
捌
除
手
掛
胤
制
附
土
地
改
良
ほ

の
総
代
閣
瑚
挙
叫
仙
、
内
比
鉄
総
裁
が

父
軸
慨
を
ζ
え
な
い
た
め
、
無
投

商
取
に
よ
ち
次
の
と
お
り
総
代
が

時
間
ま
ち
ま
し
に
。
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な
お
持
、
出
叩
杭
溜
糊
閥
燃
は
次
の
と

お
れ
ノ
で
す
。

器
開
端
的
制
艇
の
議
定
申
申
告
H
一一月

十
六
浅
か
与
三
月
十
五
日
ま
で

摺
糊
人
事
量
刑
務
の
申
告

H
Z一月

コ
十
円
日
ま
で
。

問
調
人
伎
岡
高
制
担
mw
申
告

I-一一月

二
十
円
日
ま
で
。

共
隠
抽
納
税
制
制
緩
、
出
申
告
噂
曹
の
共

闘
関
受
伎
の
爽
織
は
詞
濯
が
決
ま

ち
し
だ
い
打
抑
制
知
ら
せ
し
ま
す
。

A
1
A
1

寸
A
1
A
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第四小学校改築工事

言寝泊小学校改築工務;まー縁起ワ緩うちもおわち、二潜の

E盟わく、長記筋こζ毒事をおζなっております。 ζの広報紙

がみなさんのおそFもとにとどく ζろはこ二時書銘分の星まう
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智
雄
鱗
八
潮
崎
世
帯
師
陣

・制棋叩
h
e

軸
戦
終
隠
滅
出
…
一
円
都
制
限

・
締
脱
抑
制
総
務
総
臨
時
山
同

・
務
弁
滋
闘
州
地
湖
一
一
戸

・
拘
陣
約
五
務
総
材
開
平
J

組制御

a
n
同

募

制

十

抑

制

戸

・
総
下
後
酎
締
謝
野
制
時
記
制
限

・
結
血
縁
也
出
作
中
拙
附

・
制
眠
中
阜
戸
誤
判
脚
部

マ
第
九
選
挙
区

・
深
山
端
部
一

・
宮
久
保
議
終

'
楢
唱
回
復
時
地

・
務
弁
附
庄
一

・
今
井
一
経
借
地

・
描
弔
問
山
ふ
議

.
根
本
俊
二
郎

・
関
門
村
修
情
説

・
小
抽
出
馳
暇
拙
椛

・
小
袖
榔
籾
糠

・
揃
樹
岡
山
糊
統
一
一

曹
銀
十
選
挙
区

・
柴
桝
町
議
制
組

・
桝
杯
開
制
億

・

新

堀

要

・
石
井
護
士
口

.
広
瀬
平
一
二
郎

・
仲
細
川
恭

・
新
姻
蚤
安

・
新
桐
畑
博

.
務
井
滋
之
助

.
双
十
脱
税
醐
押

408 
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③
数
制
胤
な
山
内
総
労
協
制
緩
仙
押
印
自

動
告
書
け
る
ζ

と
。
寒
い
冬
の

俊
市
叩
捌
胤
い
内
脱
出
体
か
ら
急
に
組
組
き

上
っ
て
附
出
所
へ
行
っ
た
ち
、
品
総

w
h
怒
っ
た
与
す
る
と
、
出
脱
出
仏
が

ぶ
ち
ま
す
。
ま
に
、
い
つ
も
い

ち
い
ち
し
た
ち
、
不
出
獄
が
め
っ

た
り
し
て
も
い
け
ま
殺
ん
。

①
日
骨
憎
の
食
べ
約
加
で
は
み
ぶ

ら
つ

ιい
も
の
や
米
鋭
、
叫
叫
ん

類
奇
へ
ら
し
て
、
代
ち
に
多
裁

の
脳
抑
制
慨
を
た
ベ
る
。
塩
か
ら
い

も
の
は
極
力
さ
げ
て
淡
い
球
に

す
る
e

か
ら
し
、
と
し
よ
う
な

ど
か
ち
い
も
の
は
と
ら
な
い
。

成
人
病
で
は
脳
卒
中
が
多
い

死
亡
原
国
で
第
一
位
を
占
め
る

成
人
時
間
と
い
う
ζ
と
ば
告
後
背
中
市
に
よ
る
も
の
で
み
ハ
十
ス
名
的
江
南
地
注
鐙
と
は
い
え
な
い
か

近
し
ば
し
ば
笈
に
し
ま
寸
が
、
(
三
十
八
年
波
市
中
、
以
下
問
も
知
れ
ま
せ
ん
診
し
か
レ
、
一

成
人
病
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
じ
)
、
繁
一
一
校
時
怖
心
臓
蹴
疾
援
で
闘
で
も
百
五
十
Z
手
以
上
の
痛

な
病
気
な
の
勺
し
よ
う
か
。
一
一
一
十
名
、
描
剛
一
以
後
は
ガ
ン
で
一
一
い
舟
艇
を
判
別
し
た
カ
は
ふ
〈
い
に

そ
れ
は
、
阪
本
市
、
心
掛
路
線
、
十
名
と
な
っ
て
お
り
、
年
同
期
都
知
山
民
滋
す
る
M

抑
制
附
け
か
あ
ち
、
盗
反

ガ
ン
な
ど
の
約
気
を
い
い
ま
す
じ
務
め
出
十
数
以
上
は
、

ζ
m
w
一
一
…
が
波
数
ず
る
時
燃
に
は
養
生
mw

と
れ
ま
で
、
国
民
の
死
℃
演
の
約
射
訓
に
よ
る
も
の
で
す

G

焔
羽
樹
取
も
な
か
な
か
大
き
い
主
の

俊
治
繁
一
伎
を
し
め
て
き
た
の
そ
し
て
、

ζ

れ
ら
の
時
間
然
は
で
す
。

は
終
様
で
し
た
怒
と
こ
ろ
が
新
劇
聞
き
ざ
か
ち
の
年
ム
弔
問
闘
に
多
い
康
氏
mw
昔
話
い
人
は
次
の
よ
う

し
い
裁
や
巨
体
拠
開
mw
議
タ
に
よ
っ
慢
性
の
弱
気
で
み
る
た
め
、
成
な
ζ
と
に
法
怨
し
て
腕
間
制
酬
明
、
明

て
、
関
肢
が
ず
っ
手
議
ち
で
し
人
痛
と
総
称
し
て
い
ま
す
。
る
い
位
協
間
を
お
く
つ
で
く
だ
さ

ま

い

ま

し

た

。

成

人

病

明

、

も

と

く

に

多

い

高

い

。

そ
の
か
わ
り
げ
い
制
問
怒
京
、
心
占
拠
出
品

κつ
い
て
お
一
絡
し
て
み
ま
お
績
を
休
め
、
身
体
を
安
静

綴
柑
問
、
ガ
ン
が
一
点
大
死
亡
原
用
闘
し
よ
う
。
げ
仏
関
陣
つ
ζ

と
は
弛
仲
裁
に
効
果
パ
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
品
蹴
町
民
と
い
う
の
は
測
る
持
制
的
あ
ち
玄
す
。
そ
の
た
め
に
は
同
中

ζ
h
枯
れ
智
銭
路
子
荷
の
場
合
に
や
そ
の
絡
の
各
人
の
状
畑
闘
に
よ
門
視
線
制
端
、
草
、
あ
る
い
は
滋
…
日

つ
い
て
み
ま
す
と
、
そ
の
例
に
す
で
議
〈
ζ

と
が
あ
ち
、
あ
る
〈
白
磁
気
な
ど
〉
の
ん
び
り
し

も
れ
ず
、
百
民
間
胞
の
第
一
伎
は
総
帥
吋
翻
っ
た
鐙
が
あ
な
た
の
抽
階
的
此
た
日
を
設
け
る
を

一芸品。
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大
島
m
w
大
火
災

擦
に
見
舞
hv
金

ふ
〈
践
の
大
火
に
よ
る
災
後
に

た
い
し
て
、
次
の
と
お
り
叫
科
会

情
捕
後
議
議
会
へ
目
見
緑
い
殺
が
ゆ
柑

せ
ら
れ
ま
し
に
。

⑥
一
千
玄
夜
間
い
、
総
孫
子
第

一
小
学
校
関
係
、
山
本
扇
子
、

市
中
村
総
然
、
総
務
ひ
ろ
み
、
出
凶

門HA
初
校
、
小
林
滋
子
、
大
芥
ひ

ろ
ζ
、
大
宮
滋
子
、

縫
い
品
夜
m
m

我
孫
子
総
…
小

学
校
二
年
一
一
一
線
世
間
終
州
制
灯
、

'mM料
相
留
彦
、

建
ぺ
い
率
に
と
注
意

家
む
新
築
な
ど
す
る
と
き
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の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
相
川
出
服
従

品
地
帥
織
で
も
七
十
パ

i
令
ン
ト
と

そ
れ
ぞ
れ
由
民
也
り
ら
れ
て
い
ま

す。@時間相鍛世鑑識平仲蹴轍鮒附悶
Lγ

…一一条

に
「
加
盟
然
物
の
数
絡
は
道
路
に

一
一
メ
ー
ト
ル
以
上
拙
試
し
怠
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
操
縦
摂

純明
mw
閥
開
館
に
広
い
空
地
け
か
あ
ち

そ
の
後
ζ
れ
と
間
同
様
の
状
況
い

に
あ
る
議
会
で
安
余
上
交
織
が

と
き
は
、
そ
の
開
問
。
柄
、
な
い
L

と
想
定
さ
れ
ず
、
お
ち
、
腕
村
制
加
の

場
合
岳
除
い
て
は
滋
織
に
}
一
メ

ー
ト
ル
以
上
機
し
て
い
な
い
土

地
に
総
然
し
て
は
い
け
々
い
と

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

品明日一一

wmm
官
相
殺
句
会
義
信

品
市
中
政
側
附
十
一
点
災
孫
子

蜘
間
以
つ
に
、

品
物
一
一
万
百
六
十
五
問
符
絞

小
学
校
往
徒
、
燃
は
同
一
附
阿
二

部
は
北
海
道
め
警
に
州
却
す
る
関
知

舞
金
)

犬
で
品
開
人
に
め
い
わ

く
後
か
け
な
い
よ
う

蹴
胤
近
犬
の
放
し
飼
い
が
交
い

へ
ん
多
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が

附
闘
い
主
は
次
の
よ
う
な
ζ

と

κ

設
窓
し
、
品
国
人
に
め
い
わ
く
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

∞
飼
い
や
〈
が
銭
入
の
か
ら
だ

に
危
機
密
ム
燃
え
、
ま
た
抽
出
入
の

時
的
制
服
げ
仏
側
援
刊
を
与
え
る
と
と
の

な
い
よ
う
民
営
環
す
る
と
と
包

会
岡
山
袋
、
家
の
出
入
口
、
そ

の
的
拠
品
開
人
の
見
や
す
い
と
と
ろ

に
総
い
犬
の
い
る
ζ

とれぞ哨判官ぶ

し
て
お
く
e

③
嗣
陪
い
犬
は
体
調
て
な
い
と
と

ば

な
っ
ー
し

L

V

子

4
m
L

t
H

エ

れ

匂

擦

る

引

の

て

ぜ

{

然

円

以

が

M
鶴

弘
U

V

J

、3

〈不
MM
の
と
き
は
松
戸
出
陣
後
一
敗

へ
阿
掛
け
泌
て
く
だ
さ
い
。
榊
織
拡
州

制
松
戸
二
一
ユ
問
。
議
で
す
。
}

mw
絹
綿
い
犬
ur人
脅
か
ん
だ
時

は
一
防
努
事
鳴
は
ず
V
K
M開帥間部川へ

届
け
て
く
だ
さ
い
。

行
政
苦
情
は
行
政
相
談
員
へ

無
料
で
相
談
記
応
じ
ま
す

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
お
知

h
合
い
の
涼
明
、
、
つ
ぎ
の
綴
に

似
た
よ
う
な
問
料
に
み
っ
て
い
る

方
は
あ
ち
ま
せ
ん
か
。

ζ
れ
は

井
一
一
向
の
出
品
く
K
臨
併
の
家
が
療
援

者
つ
く
ろ
う
と
し
た
の
を
竣
ぬ

譲
渡
所
得
の
申
告
を

土
地
@
建
物
な
ど
譲
護
し

得
が
あ
る
機
会
は
A
M
鞭
持
し
て
透

開
閉
し
ま
ず
。
ま
た
、
短
編
鵬
譲
渡

〈
紋
制
問
後
三
朗
件
以
内
の
譲
渡
)

の
と
き
は
%
の
控
除
は
あ
与
ま

せ
ん
。会

お
、
相
拭
用
等
の
場
合
、
除

名
の
夜
明
押
の
た
め
の
綴
抑
眠
、
悩
邪

薬
用
〈
縄
棋
品
端
等
を
会
み
ま
す
V

資
産
の
凶
周
換
え
、
蹴
到
蝉
脱
mw
交
換

の
場
合
、
醐
閥
谷
線
で
総
材
開
開
花
該

当
す
る
と
き
は
ぷ
の
一
時
削
葬
式
と

は
副
別
悦
取
締
附
に
よ
っ
て
崎
母
体
障
さ

れ
ま
す
。

く
わ
し
い
ζ

と
は
税
務
援
受

絞
殺
即
時
で
お
た
ず
ね
く
光
客
い

品
惜
の
部
間
後
と
合
算
の
う
え
、
時
憾

申此燦止
E
'
と
砧
相
貌
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
a

課
税
務
穫
の
求
め
方
は

同間同措除措周

i
〈制同議問問掛廟'制開

審
滋
J

時R
h
同
期
締
今
総
務
巴
口
げ
M
V

S
齢
潟
〉

(
H出

M

道
t一
拍
窓
辺
市
剖
一
F
J
，

Z
伊

沢
市
品
V

ぷ
v
u
n猶
滋
湾
設
砂
描
蹴

〈
持
関
〉
特
別
控
除
は
}
牌
吋
仏
関

て
色
ら
つ
主
い
う
紛
で
す
。

A
き
ん
の
蜘
棋
の
泌
総
に
、
最

近
ア
パ
ー
ト
メ
災
家
を
同
目
的
の

出
舶
が
然
ち
州
開
札
り
ま
し
た
。
と
ζ

ろ
が
、
そ
の
畿
の
闘
世
帯
山
mw
鐙国障

が
、
制
制
服
聞
き
ん
の
芥
一
戸
か
ち
…

メ
ー
ト
ル
半
く
ら
い
の
近
く
に

予
浴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ζ

お
い
で
は
安
心
し
て
水
も
飲

め
な
く
な
れ
ノ
ま
す
の
で
、
制
蹴
脳
間

さ
ん
は
近
く
の
刊
行
絞
繁
務
局
を

向
岡
衛
官
葬
祭

次
の
と
お
り
自
衛
宮
を
務
幾

し
て
い
ま
す
。
希
製
品
骨
は
総
務

緩
ま
た
は
湖
北
、
十
叩
佐
中
究
所
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

亨
応
募
資
総
入
隊
す
る
月

の
一
日
朝
冊
在
十
八
才
以
上
一
一
十

五
才
4
4
瀦
句
、
学
制
臨
時
同
義
務
教

育
終
了
の
毅

受
け
付
け
は
縁
日
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
〈
わ
し
い
ζ

と
に

つ
い
て
は
総
務
課
へ
お
な
ず
お

く
だ
き
い
。
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